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と い っ た行事も行われる ので， その 準備や振 り 返 り 等， 時期 に応 じ た エ ク ササイ ズを用意 し て い

く 。

(2) メ ンタ リ ング

若手教員 2 名 と の話合いの 中で， 学級経営 に 関する 困 り 感や悩 みの共有， ア ドバイ ス の投げか

けな どを行い， 学級経営 に 関する成長や意識の変化を促すこ と を 目 的 と す る 。 1 学期 は特に時期

を 定めずに行い， 2 学期 か ら は水曜 日 を D 教諭， 金曜 日 を C 教諭 と 実施 日 を定め， それぞれの教

諭の授業や短学活， 生徒 と の関わ り な どを観察 し， それに対す る 助言を行 っ た り 困 っ て い る こ と

の相談にの っ た り する た め に メ ン タ リ ン グ を行っ てし 、 く 。

(3) 効果の検誼

ア ク シ ョ ン リ サーチ の事前， 事後の変化 を 測 る た め に ， 生徒 に は学級環境適応感尺度 「アセ ス 」

を， 若手教員 に は íPAC 分析」 を実施す る 。

①学校環境適応感尺度 「アセス』

栗原 ・ 井上 (2010) に よ る 学校環境適応感尺度 「 ア セ ス 」 を用いて， 生徒の学校適応感の変容

を調査する 。 実施時期 に ついては， 第 1 回 目 を 6 月 ， 第 2 回 目 を 12 月 と す る 。

②PAC 分析

内藤 ( 1997) に よ る PAC 分析 を用いて， 若手教員の学級経営観の変容 を調査する 。 実施時期 に

ついて は， 第 1 回 目 を 7 月 ， 第 2 回 目 を 12 月 と す る 。

こ れ ら の分析は 2 回 目 が終了後， それぞれを 比較 し分析す る 。

4 月 | . 1 6 月 I l) I 

年職員 に対す � 生徒 に対す る

聞 き 取 り 調査 質 問 紙調査

- 学年部及び学年生徒の ノ 生徒の学級適応
実態把握 感の把握

7 月 | ・ l 12月

対象教員 同 \ ( 2 回

す る 調査 生徒 に対す る 質

- 対象教員の学級 問紙調査
経営観の把握

' 対象教員 に対す
る PAC分析

対象教員 へ の メ ン タ リ ン グ

園 2 ア ク シ ョ ン リ サーチの全体計画

3 シ ョ ー ト 工 ク ササイ ズの継続的実践

園分 (2004) に よ る構成的 グループエ ンカ ウ ン タ ーの理論に基づいた取組を行 っ て い く 。 教育

現場は多忙で あ る た め ， グ、ノレープアプ ロ ー チを行っ て い く 時間 を確保する こ と が難 し い。 ま た ，

高柴 (2016) では， í短時間 のプ ロ グ ラ ム を繰 り 返 し実施 した方が， 年数回の特別授業形式で行 う

よ り も ， w予防的 ・ 開発的教育相談』 の効果は高い と 推測でき ょ う 」 と あ る こ と か ら ， 1 エ ク ササ

イ ズあた り の所要時間 を短縮 した シ ョ ー ト エ ク ササイ ズを導入す る こ と に し た。 シ ョ ー ト エ ク サ

サイ ズ と は次の よ う な も の で あ る 。
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践を通 して. 1 対 1 での活動やグループ活動な ど， 様々 な形態で他者 と 関わ る 実践を行っ た結果，

生徒が他者 と 関わ る 上で の ス キルを身につけて い っ た こ と で， 向社会的ス キル因子の値 を 向 上 さ

せた と 考 え ら れ る 。 ま た， 学級担任は生徒 と 関わ る こ と が増 え ， 教師 生徒聞 の距離が近づいて，

よ り 良い人間関係が築 く こ と につ なが っ た と 考 え ら れ る 。 さ ら に， 教師 生徒聞 の人間関係づ く り

が進んだこ と に よ り ， 通常生活の 中 で も ， 生徒 と 教師が関わ る機会が増え た こ と が ， 生徒の教師

サポー ト 因子の値 を 向 上 さ せた 1 つの要因 と 考 え る こ と がで き る 。

こ れ ら の こ と か ら も ， シ ョ ー ト エ ク ササイ ズの実践が生徒の学級適応感の変容 を も た ら すこ と

に対 して， 効果的だっ た と 考え る こ と が で き る。

(2) 教師の学級経営観の変容に関わる考察
シ ョ ー ト エ ク ササイ ズでは， 主 に生徒の 自 己理解や他者理解を行い， 人 間 関係作 り を促す と い

う ね ら いの活動 を 多 く 行 っ た。 そ の結果. 2 回 目 の PAC 分析の結果では. 1 回 目 の分析では見 ら

れなかっ た， 生徒理解に 関す る 項 目 を読み取る こ と がで き た。 ま た ， 面談の 中 で も ， 生徒 と 関わ

る 機会が増えた こ と を 自 覚 し て い る 発言や， 生徒の新た な一面に気づか さ れた と 思われる発言も

見 ら れた。

メ ン タ リ ン グでは， 主 に 生徒理解に 関す る 内容を扱っていた こ と も あ り . 2 回 目 の PAC 分析の

結果に も ， 生徒理解に 関す る 項 目 が増えてい る こ と がわかっ た。 具体的 には， 目 立た ない生徒や

生徒指導的 に困難さ を も っ生徒を， 学級内で どの よ う に生かすか と い う 視点で行っ た メ ン タ リ ン

グが. PAC 分析の 中では. r生徒に合わせて頑張っ た こ と を見つ け る 」 や 「手のかか ら ない生徒 と

の 関わ り 方」 と いっ た形で表れて き て い る 。 ま た， 関係作 り が進む と ， 若手教員が 自 ら悩みを打

ち 明 け た り ， 困 っ て い る こ と に対す る助言を求めた り す る と い っ た， カ ウ ンセ リ ン グ的な効呆が

あ る こ と も わかっ た。 メ ン タ リ ン グは， 考 え を共有 した り ア ドバイ ス した り する こ と を通 して ，

学級経営観に影響を及ぼす可能性が あ る と 考え ら れ る 。 ま た ， カ ウ ンセ ロ ング的に行 う こ と で，

悩みを解消 した り 前向 き な考え を も たせた り す る こ と も で き る こ と が わ か っ たロ

(3) ま と め と課題
今回の実践では， 実習校で あ る B 中学校の協力の も と ， シ ョ ー ト エ ク ササイ ズ と メ ン タ リ ン グ

の継続的な実践が， 若手教員の学級経営観の変容に及ぼす効呆について検証 し， 生徒理解に 関す

る 意識を高 め る 効果が期待で き る こ と が示唆 さ れた。 し か し， そ れ と 同時に， シ ョ ー ト エ ク ササ

イ ズ， メ ン タ リ ン グ と も に， 時間の確保が困難で あ る こ と や学級全体 と 個 のバラ ンス を と り なが

ら 支援する こ と の難 し さ と い っ た課題 も 浮 き 彫 り に な っ た。 そ れ ら の改善を視野に入れつつ， 今

後は， 若手教員の成長を促すメ ン タ リ ン グの効果的な実践方法や生徒の学校適応感を 向 上 さ せ る

シ ョ ー ト エ ク ササイ ズの開発な ど を積極的 に行っ て い き た い と 考 え て い る 。
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